




福井大学教育地域科学部 村 上 亜由美
同 附属小学校 尾 暗 由 美
福井大学教育地域科学部附属小学校の1、2年 生の同意の得 られた保護者を対象に、家庭における現
在の食育状況や保護者の食に関する意識及び栄養に関する知識について調査を行った。
その結果、子 どもの朝食 ・間食の摂取状況には、大きな問題はなかった。 しかし、少数ではあるが、
共食意識や共食頻度 も低い、そして、食事マナーを注意 しない、自分には栄養に関する知識がない と思っ
ているなど、支援の必要な家庭があることがわかった。そ して、児童のはしの持ち方や食事マナーにつ
いては、家庭と学校とでの継続 した指導が必要であることがわかった。
小学校2年 生で小学校に人学後、「好き嫌い」が減 り、 「食べる早 さ」が早 くなったのは、学校給食の
経験による変容であると考えられる。
学校 と家庭 との連携を深めるためには、学校での活動を保護者に伝 え、児童一人ひ とりの健康的な食
態度 ・食意識を高める目的を共有 していくことが大切である。
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携 した食育活動を推進 していく方策について考察 した。
方 法
1.調 査対象 と方法
同意の得 られた、教 育地域科学部附属小学校1年 生の
保 護者 及 び2年 生の保 護者 を対象 と し、有効 回答 は計
112人で あった。 保護者 の年齢 は中央値39歳(25%-75
%タ イル37-41歳)、性別 の内訳は男性5人 、女性105人、
不 明2名 で あった。
1年生の保護者 には、2015年5月29日の学校行事 「給
食試食会」の参加者56人に、調査概要 と倫理的配慮 を口
頭及 び文書で説 明 し、調査用紙 を配布、 回収 した(回収
率IOO%)。2年生の保護者(66人)には、2015年6.月中に、












デ ー タの集 計 ・解析 には、SPSS22.OJforWindows
(日本アイ ビーエム株式会社)を 用 いた。朝食欠食 と食
欲、テ レビの視聴 と食事マナーの注意、共食頻度 と食意
識、学年 と小学校入学後の食生活の変化 との 関連性 につ













図表 に は示 していな いが、 朝食 を 「毎 日食 べ る」 は
98.2%、「週 に1～2回 ぬ く」 は1.8%と、2人 を除 き毎
日食べていた。 しか し、朝 に 「食欲が ある」 は33.9%、
「だいたい食欲 がある」 は40.2%、「あま り食欲が ない」
は24.1%、「食欲 がない」 は1.8%と、朝食 を食べていて
も食欲が ない児童 は約25%あ り、朝食欠食 と食欲 には関
連性がみ られ なか った。
おやつ を 「毎 日食 べ る」 は75.0%、「週4～6日 」 は
16.1%、「週1～3日 」は8.9%、「食 べない」はいなかっ
た。
寝 る前 にお菓子類 ・嗜好飲料 をとること 「全 くない」
は50.0%、「たまにある」 は29.5%、「ときどきある」 は
15.2%、「よくある」 は5.4%であった。
寝 る前の飲食 と朝食欠食及び朝の食欲 には、有意 な関
連性 はみ られなか ったが、 「食欲 がない」2人 は、寝 る
前 の飲食 が 「た まにあ る」 「とき どきあ る」 であった。
「食欲 が ある」児童 には、寝 る前 の飲食 が 「よ くあ る」
はい なか った。
2.児 童 に対す る食事マナーの注意
「箸 の持 ち方 で注 意 をす る(し た)こ とがあ るか」、 「
『嫌 い箸』を注意す る ことがあるか」の質問に、 「気づい
た時 はいっで も」 と回答 した保護者 はそれぞれ48.2%と
40.2%であった(表1)。 「全 くない」 と回答 した保護 者
は、それぞれ8.0%と16.1%であ り、 「嫌い箸」 を注意 し
ない割合が高か った。図表 には示 してい ないが、主 に、
箸 の持 ち方 を教 えたのは、高 い順 に 「母 」49.1%、「父
と母」17.0%、「父」10.7%、「誰 も教 えていない」7.1
%で あった。 「その他 」4.5%は、 「保 育園」 「幼稚園」 な
どで あった。
箸 のこ と以外で注意 をす る食 事マナー は、 「姿勢が悪
い」、 「ひ じをついて食べ ない」、 「食器 を持 ちなさい」 な
どが多か った(図1)。 「その他 の注意 」の回答 は、 「こぼ
さない」、 「食事 中立た ない、歩 き回 らない」 などで あっ
た。
図表 には示 してい ないが、テ レビを見 なが らの食事が
「いつ も」 は17.9%、「時 々ある」 は41.1%、「あま りな
い」 は15.2%、「全 くない」は22.3%であった。
テ レビの視聴 と食事マナーの注意頻度 には、 関連性 は




3.共 食頻度 と保護者の食意識 との関連性
「お子 さんの食 生活全般 で気 をっ けてい るこ と」 を質
問 した ところ、 「必ず朝食 を食べ る」、 「食事 のマナー」 、
「家族 そろって楽 しく食事 をす る」 な どは、 「いつ も考 え
る」 として高い割合 で あった(図2)。 「食べ物や食 事の
話 をす る」、 「食物 の収穫や栽培 を楽 しむ」 な どは、 「あ
ま り考 えない」、 「考 えない」の割合が高か った。
共食頻度 とこれ ら食意 識 には、 「家族そ ろって楽 しく
食事をする」(p=0.039、表2)、 「食べ残 さない」(p=0.041)、
「好 き嫌 いをな くす」(p=0.040)に有意 な関連性がみ られ
た。共食頻度が低い保護者 は、 これ ら項 目において 「い
つ も考 える」で はなく 「時 々考 える」 を選択 した割合が
高か った。共食頻度が低い保護者 も、食事マナー を注意
していた。





が減 り、 「食べ る早 さ」 が早 くなった割合が高かった
(表3)。
5.保 護者の栄養 に関す る知識
保護者 自身 は 「6つの基礎食 品群 を知 ってい るか」 と
質問 した ところ、 「あま り知 らない」は18.5%、「知 らな
い」 は2.8%であった(表4)。 「栄養素の体の 中での働 き
を知 ってい るか」 では、 「あま り知 らない」 は16.0%、
「知 らない」は2.8%であった。お よそ20%の保護者 は、
自身の栄養的な知識 が低い と思ってい ることがわか った。






















学校で取 り組んで欲 しい ことには、子 どもが料理 を し
た くなるよ うな働 きか け(特 に 「男の子で も」 とい う記
述)、子 どもた ちが メニュー を作 った り、選 んだ りす る
こと、県外 出身者の保護者へ地域の特産物の レシピを教
えることなどの記述が あった。
また、バ ランスの よさ、おい しさ、本の 中にでて くる
料理 をだ して くれ ることなどに対 して満足 してお り、感


















































































































































































と81.6%、と高い割合であった。それ らと比較 して 「食
事のマナーや作法を身につけている」のは65.1%と66.1






頻度が高かった。これ らは、大人になっても継続 して し



























れる。 しか し、 「食べるのが早くなった」、「好き嫌いが
少なくなった」については、1年 生では4月 に入学 し、
その約2ヶ 月後の調査であっため、あま り大きな変化は
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